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ウェビナー「自動車損害賠償保障制度： 

自動車事故対策と民商法・公共政策の交錯」 
 
 

 2021年 7 月20日火曜 4 限に、国土交通省

自動車局保障制度参事官室の長谷知治参事

官をお招きして標題のウェビナーを開催し

た（大学院法学研究科附属高等法政教育研

究センターとの共催）。長谷参事官は、

1994（平成 6 ）年に事務官として旧運輸省

に入省され、旧大蔵省国際金融局に出向し

たり、海事局油濁保障対策官として、また

英国運輸省海事局で国内法制と国際条約体

制を担当したり、東大公共政策大学院の海

洋や交通・観光の政策研究ユニットで特任

教員を務められたりと、豊富なご経験をお

持ちである。そこで、HOPS でご講演いた

だくのが有意義と考え、本イベントを企画

したところ、60名超が参加した。 

 長谷参事官からは、ご講演冒頭、日本の

交通事故件数のピークは、交通戦争と言わ

れた昭和40年代ではなく平成16年だった一

方で、交通事故による死亡件数のピークは

昭和45年だったこと。2019・2020年の都道

府県別の交通事故による死亡件数で、北海

道は全国ワースト 3 位だったこと。自賠責

保険加入義務は原付にもあてはまるといっ

たお話があった。全体では交通事故件数が

減少する中で、それによる重度後遺障害者

数は年間約1600人となっており、そうした

方々への支援の重要性が増している。最近

高齢者の事故がよく報じられるが、データ

によると、これは若者にも大いに関係のあ

る深刻な社会問題である。 

 続いて、国の政策過程についてご紹介が

あった。国交省は、トラック、バス、タク

シー、航空、鉄道など様々な業界との関係

が深い。さらに、自賠責関連では保険会社

や被害者団体など、保険料率決定の利害関

係者とも交流がある。まずは現状を把握し、

課題を設定し、原案作成、将来予測、社会

的な便益・費用や実現性の政策評価をする

というのが業務の流れである。独善的にな

らないよう利害関係者とコミュニケーショ

ンをとることに加え、学習や経験を踏まえ

た利益衡量や、法律を当てはめる際の価値

判断の重要性が強調された。そのためには、

諸外国の事例など幅広く現実を見て、でき

る限り正しい選択肢を「政治」に対して提

供していくことが大事で、これは、官民問

わず公共に深く携わる職業に当てはまるこ

とだとメッセージを添えられた。 

 続いて、自動車損賠保障制度についての

お話があった。自動車事故被害者も厚生労

働省の福祉政策で支えるべきとの考え方も

あり得るが、この自動車社会では別の社会

保障的な制度でこれをカバーしている。

1955年に制定された自賠法では、任意保険

よりも広い概念として運行供用者責任が明

確化され、強制加入とすることによって賠

償資力を担保し、これを車検とリンクさせ

ることで実効性を持たせた。利潤が出ない

ような保険料を設定しつつ、民活の観点か

ら保険会社が参画している。民法709条に

より逸失利益を基に算定される保険金だけ

では救われない被害者が実際にはおり、そ

の救済を自動車ユーザーからの保険料やそ

の運用益で行うというお話だった。ひき逃

げや無保険には、自動車ユーザーからの賦

課金を、政府からの保障として被害者に支

払うという仕組みもある。 

 最近では、自動運転車が絡む事故の損賠
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責任が話題になっており、「レベル 4 」（高

度運転自動化）までは自賠法でカバーする

との結論が出た。ただし、自動運転車のシ

ステムに欠陥があった場合の責任の所在や

求償の方法などは、自動車メーカーと保険

会社で議論が続いている。また、事故が多

発している電動キックボードについても、

まずは免許の要否から警察庁で議論が始ま

っており、これが保険にも波及してくる可

能性がある。 

 その後、海上輸送と損賠との関わりにつ

いてもお話があり、それに続いて活発な質

疑応答が行われた。 

 第 1 に、ご講演では、日本では自賠責・

任意保険の 2 段階になっているのに対し、

諸外国では任意保険の一部が強制部分とな

っており、また、自由料率であることによ

り保険会社の利益も含まれることから、保

険料が高額な場合も多いと指摘があった。

これについて、日本では他国に倣ってその

大枠を変える流れにはないとのお話であっ

た。 

 第 2 に、自転車に関しても重大事故が報

じられているが、自転車の自賠責を義務化

していく流れはあるのかという問いに対し

ては、確かにここ10年間で議論はあるが、

自転車は法律上の自動車の定義から外れて

おり、自転車のユーザーは極めて幅広く、

包括的な登録制度がないため捕捉可能性が

高くなく、よって保険料率をどう決めるの

かという技術的な問題もあり、今のところ

任意保険加入を呼び掛ける対応になってい

るとのことであった。 

 第 3 に、他府省との調整について。例え

ば、社会保障制度全般を所管する厚労省と

は、自動車事故被害者を受け入れる施設の

介護職員の人件費について、厚労省の給与

加算に国交省の枠組みでさらに加算できな

いかを、所掌の重複にも留意しながら調整

している。保険金がきちんと支払われてい

るかは国交省が見るのに対して、金融庁に

は保険会社等への指導監督権限を行使して

もらい、全体として制度がワークするよう

に協力しているとのことであった。 

 第 4 に、課長級分掌職である参事官とい

うポストについて。長谷参事官は今、大臣

官房参事官として特命事項を所掌している。

実務的には、課長と参事官に実質的な違い

はない場合が多いと考えられる。海上保安

庁参事官のように指定職とされているもの

以外は、結局のところ行政改革で課（長）

の数を減らす中で設けられたポストと考え

られるとのお話があった。 

 第 5 に、同制度の一部を担う自動車事故

対策機構を独法化した背景について。同機

構はかつて自動車事故対策センターという

認可法人だった。その後、独法に移行する

のか、民間法人化をするのか、国が引き取

るのかという選択肢があったところ、この

制度は強制保険化により国がしっかり担っ

ていく一方で、民活の観点から PDCA を回

して取り組むのが大事ということで、結局、

独法化の道が選ばれたと理解しているとの

お答えがあった。 

 

文責：村上 裕一（北海道大学公共政策大

学院准教授) 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


